
 

 

１ 学校教育目標 (令和５年度) 

  山や海などの自然や地域の特性を生かし、知・徳・体のバランスのとれた、人間性豊かな

子どもを育成する。 

 

 

 

 

 

２ 経営方針 

  “みんなと学び合う学校”づくりをめざす。  

(１) 魅力ある教育活動 

   ・自己有用感や自己肯定感を育み、互いに認め合い、共感的に学び合える学校・学級づく

りに努める。 

・基礎的な知識・技能を徹底して習得させ、体験に基づいた問題解決学習を重視する。 

   ・校区の特色を生かし、学ぶことの楽しさを体得させ、自ら学び自ら考える力を育てる。 

(２) 信頼される教職員（チーム若戸） 

   ・子どもたちのために知恵を出し合い、愛情と情熱をもって接する教職員集団をめざす。 

   ・協働性と同僚性を高め、切磋琢磨し合えるチームとして取り組む。 

   ・社会人としての立場や役割を自覚し、専門職としての研修に努めるとともに教職員とし

ての矜持をもつ。 

(３) 社会に開かれた学校づくり 

  ・地域や家庭との連携を密にし、理解と協力を得つつ、信頼される学校づくりに努める。 

  ・地域や家庭の声を大切にしながら、行政や関係諸機関とともに子どもの健全育成に努め

る。 

  ・学校生活や授業、行事等の様子を情報発信し、開かれた教育課程の実現をめざす。 

 

３ 本年度の重点努力目標 

(１) 安全・安心な居場所 

   ・安全：防災、環境、交通安全指導等を中心に、具体的な指導 

   ・安心：学級は安心できる居場所、学級担任は安心できる人、安心して任せられる学校 

(２) 楽しい授業 

  ・わかった満足感、できた達成感、認められた充実感を味わえる授業 

  ・学習指導要領の具現化を図り、学び合える学習への取り組みを目指した授業 

(３) 満ちあふれる挑戦（わくわく感） 

   ・新しい発想力と想像力を生かした学校、学級、授業への挑戦 

・児童とともに、学校生活全般に向けて、期待が満ちあふれる最高の希望への挑戦 
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